
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大学仏教学部仏教学科を卒業、 そして戦後、 昭和二十三年一月から神奈川県師範学校男子部図書室勤務をかわきりに、同年五月には文 事務官を、翌年十月には横浜国立大学附属図書館事務長に任ぜられ、昭和四十八年三月同 を退職されるまで、図書館の責任ある地位を勤めてこられ 。その間、本学の文部科学大臣委嘱の司書講習の講師を昭和三十一年より担当され、筆者も昭和四十七年の夏期司書講習で〔目録法〕と〔目録法演習〕を受講し厳しくご指導いただいた。　
その後、以上のような経緯や先生が宗門であることもあって、横浜国立大学を退職され 昭和四十八年四月から本
学文学部一般教育（図書館学）講師 就任され 四 九年四月には助教授に、五 ニ 四 教授に昇任、五十七年三月まで本学に奉職された。　『正法眼蔵写本の書誌学的研究』 によると、 昭和三十八年頃より同写本の調査・蒐集及び研究を開始されたとあるが、本格的に研究に従事されるようになったの 、本学を退職されてからで、先生が亡くなる直前に大著書誌学的研究が
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完成されたのであろう。　
本学と常に関係が深かった先生のご冥福をお祈りする。
